
センターだより

Ⅰ　電子マニフェスト事業

　公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター（以下 ｢ＪＷセンター｣ という。）は、産業廃棄物の適正処理の推

進と循環型社会の形成を目指して、電子マニフェスト事業及び教育研修事業の安定的運営を図るとともに、感染性

廃棄物容器評価事業、調査事業、出版事業、広報事業など社会的ニーズに即応した事業を実施した。

　電子マニフェスト加入者数は、Ｃ料金のうち未利用者の約 2.5 万者が解約したため、計画値を下回り、前年度比

2.4％増の 315,675 者となった。

　電子マニフェスト年間登録件数は、前年度比 5.4％増の約 4,062 万件（電子化率 81％）となった。

２．電子マニフェストの普及促進
　電子マニフェストの一層の普及拡大を図るため、多量排出事業者への普及促進に取り組むとともに、関係業界

団体等と連携して重点普及対象（電子マニフェストの利用割合が比較的少ない建設業（がれき類）等）への普及

活動のほか、以下の事業を実施した。

（１）重点普及対象への普及活動等 

　重点普及対象である建設業（がれき類）については、建設業のバックオフィス業務効率化を担う民間資格（建

設ディレクター）を認定する（一社）建設ディレクター協会と連携し、建設業における電子マニフェストの導入経

緯やメリットを紹介する座談会を開催した。事務方として建設現場を支える実務者と電子マニフェスト導入まで

の経緯、実際に運用して感じるメリット等について意見交換を実施し、その内容を今後の普及策に取り入れる

とともに機関誌及びホームページに掲載することとしている。

（２）電子マニフェスト導入説明会のＷｅｂ開催等

　Ｗｅｂ会議システムによる電子マニフェスト導入説明会の開催を実施したほか、説明ビデオ・テキストをホーム

ページに公開し、いつでも視聴・閲覧できるようにした。

　 　また、都道府県等が主催する説明会等への講師派遣依頼については、現地もしくは近隣のインストラクター

（ＪＷセンター委嘱）を優先的に派遣した。

１）導入実務研修会 40 回

２）地方公共団体等と連携した説明会（講師派遣）  109 回

１．電子マニフェスト加入者数及び年間登録件数

区 分

年 度

加入者数
マニフェスト
年間登録件数排出事業者 収集運搬

業者
処分
業者 合 計

Ａ料金 Ｂ料金 Ｃ料金 計

令和４年度
実績 3,710 40,912 227,416 272,038 26,227 9,895 308,160 38,534,164

（77％）

令和
５年度

計画 3,770 44,200 250,000 297,970 27,400 10,030 335,400 41,000,000
（82％）

実績 3,743 45,753 227,786 277,282 28,255 10,138 315,675 40,617,335
（81％）

FROM　　　　　  CENTER令和５年度事業報告
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（３）加入者サポート

　電子マニフェストを円滑に導入・利用していただくため、ホームページやメールマガジンを通じて電子マニフェス

トへの加入方法や利用方法等の周知を実施した。

 　また、導入検討や操作確認する用途での活用を想定し、簡単に画面操作のイメージをつかむことができる操作

シミュレーションを構築し、12 月からホームページに公開している。

３．電子マニフェストシステムの安定的な運営管理
　電子マニフェストシステムの安定した稼働を確保（機能を一部改修）するとともに、外部からの不正アクセスの監視

を強化することで侵入の防御を行い、引き続き、円滑かつ安定的な運営を維持した。

４．環境省受託事業
　環境省より以下の事業を受託し、実施した。

（１）電子マニフェスト普及拡大事業

１）電子マニフェスト導入実務説明会の開催（Ｗｅｂ会議システムを利用）

　　 　電子マニフェストシステムに未加入の事業者を対象に、排出事業者向け、建設業者向け、処理業者向け

の説明会をそれぞれ開催した（10 回 298 人）。開催の周知のため多量排出事業者及び処理業者計 5,000 社

に電子マニフェスト導入実務説明会の開催案内チラシを配付した。

２）電子マニフェスト操作体験セミナーの開催

　　 　電子マニフェストシステムに未加入の事業者を対象に、一人に一台パソコンを用意し、排出事業者、収集運搬

業者、処分業者それぞれの立場でマニフェスト登録から最終処分終了報告までの一連の電子マニフェストの操

作を体験するセミナーを全国５か所（北海道、宮城、東京、大阪、福岡）で対面により開催した（10 回 128 人）。

３）業種別事例集の作成

　　Ⅳ　調査事業　１．受託調査等事業　を参照

５．電子マニフェスト情報の有効活用の検討
　中央環境審議会の「静脈産業の脱炭素型資源循環システム構築に係る小委員会」において、循環型社会の形

成を推進していくために、既に静脈物流のビッグデータとなっている電子マニフェスト情報の活用についても議論さ

れた。これを踏まえ、電子マニフェストが適正処理確保のためだけでなく、資源循環を促進する機能を持ったツ

ールとなるようにシステム改修等の準備を進めた。

Ⅱ　教育研修事業
１．講習会事業

（１）講習会

　廃棄物処理法の関係規定に対応する講習会として、以下の講習会を（公社）全国産業資源循環連合会及び各

都道府県協会並びに（公社）日本医師会との連携のもとに実施した。令和５年度は、オンライン講義と会場試験

を組合せた講習会（オンライン形式）とあわせて、受講者のニーズを踏まえ、従来の対面による講習会（対面形

式）を１割程度実施した。
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１）産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会（新規、更新）

　　（以下「新規講習会」、「更新講習会」という。） ６課程

２）特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会及び医療関係機関等を対象にした

　　　特別管理産業廃棄物管理責任者講習会（以下 ｢特管責任者講習会｣ という。） ２課程

３）ＰＣＢ廃棄物の収集運搬業作業従事者講習会（以下「ＰＣＢ講習会」という。） １課程

（２）講習会の開催実績（試験回数）

１）新規講習会 279 回 16,007 名（14,469 名）

２）更新講習会  407 回 22,924 名（22,049 名）

３）特管責任者講習会  246 回 15,766 名（14,952 名）

４）ＰＣＢ講習会  6 回 204 名（   246 名）

　　　 　　 計 938 回 54,901 名（51,716 名） ※カッコ内は前年度実績

（３）委員会

　講習会を適切に実施するため、講習会に関する重要事項を審議する ｢教育研修運営委員会｣、テキスト作成等

に関する事項を審議する ｢テキスト作成委員会｣、修了試験問題に関する事項を審議する ｢講習会試験委員会｣

を各２回、「医療関係機関等を対象にした特管責任者講習会テキスト作成・試験委員会」を１回、「ＰＣＢ講習会

テキスト作成・試験委員会」を１回開催した。

２．研修事業
　排出企業を対象にした「産業廃棄物マネジメント研修会」及び「建設業に特化したマネジメント研修会」と

して、Ｗｅｂ会議システムを活用した双方向（ライブ形式）での研修会を開催した。

　　　産業廃棄物マネジメント研修会 20 回 919 名

　　　建設業マネジメント研修会 4 回 254 名

Ⅲ　感染性廃棄物容器評価事業
　適正な感染性廃棄物容器の普及促進を図ることを目的として、ＪＷセンターで定めた評価基準に基づいた評価を

行う「感染性廃棄物容器評価事業」を実施した。

　  　　評価実績 ：新規２社 ５製品、更新 ５社 ７製品（累計：13 社　47 製品）

Ⅳ　調査事業
１．受託調査等事業
　環境省より、「業種別事例集作成業務」を受託し、電子マニフェストの活用を含め、産業廃棄物の適正処理

に関する優良な取組を行っている排出事業者の業種別事例集を取りまとめるため、有識者、関係業界の代表者、

自治体、処理業者の協力を得て、業種別事例集作成委員会を開催し、事例集の構成や活用方法等を検討し、作

成作業を行った。

　令和５年度は、建設業を対象に、総合建設業、住宅建設業、道路建設業の各分野に関する業種別事例集を取

りまとめた。
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２．自主調査事業
　廃食用油をはじめとした食品廃棄物、産業廃棄物の排出量が多い下水汚泥等を対象としたバイオマス利用促進に

むけた取組状況調査、産業廃棄物処理業における脱炭素に向けた取組調査を行った。

　調査事業の内容については、学会等を通じて広く情報提供を行った。

Ⅴ　国際協力事業
　日韓台ネットワーク会議については、令和６年度開催に向けて調整を行った。

Ⅵ　広報事業
１．ＪＷ懇話会
　ＪＷセンターの関係者間の情報交換を進めるための「ＪＷ懇話会」を実施した。

・廃棄物資源循環、脱炭素に向けての課題と今後の展望（令和５年 10 月 20 日）

　　　　　　　　　国立環境研究所　資源循環領域　領域長　大迫　政浩 氏

２．機関誌の発行
　ＪＷセンターの機関誌を発行した。

　（１）発　　行　　　季刊（年４ 回）

　（２）発行部数　　　各号 1,800 部

　（３）配 布 先　　　都道府県・政令市、関係団体等

３．書籍の出版等
　「廃棄物処理法令（三段対照）・通知集（令和５年版）（令和５年５月発行）」等の廃棄物処理に関する書籍の企画、

編集、出版、販売協力を行った。

４．ホームページ等による広報
　電子マニフェスト事業、教育研修事業などＪＷセンターの活動等について、ホームページによる情報提供を

行った。また、ＪＷセンターの各事業の利用者等に対するメールマガジンの配信（年 13 回、配信数　約 30 万

件／回）を行った。

５．Ｗｅｂ講座の開催
　ＪＷセンター職員の産業廃棄物の知識向上、及び国、自治体に対するＪＷセンターの貢献を目的に令和２年度から

実施しているＷｅｂ講座について、令和５年度は長岡文明氏、及び自治体担当者を講師に迎え、廃棄物処理法初任

者のための研修、許可事務に係る実務及び現場対応等の自治体による事例紹介を４シリーズ（17 回、参加者数 延

1,087 名）開催した。
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Ⅶ　その他の公益事業等
１．全国大会の開催
　産業廃棄物関係団体３団体（（公社）全国産業資源循環連合会、（公財）産業廃棄物処理事業振興財団、ＪＷ

センター）の共催による「産業廃棄物と環境を考える全国大会」を令和５年 11 月 10 日に東京都で開催した。

　　　

２．産業廃棄物適正処理推進センター基金への出えん
　廃棄物処理法第 13 条の15 第１項に基づき設けられている産業廃棄物適正処理推進センター基金に、環境大臣か

らの協力依頼を受け、社会貢献の観点から出えんを行った。

３．ＪＷセンターの業務・情報システムの再構築の完了
　令和元年度より始めた講習会及びＪＷセンターの業務管理を主とした「講習会等管理システム」をはじめとする情

報システムの再構築は、令和３年 12 月から段階的に運用を開始し、令和６年３月をもって完了した。

４．情報セキュリティ対策の充実強化
　ＪＷセンターのより一層のセキュリティ対策の充実強化を図り、情報セキュリティマネジメントシステム（ＩＳＭＳ）に

関する国際規格であるＩＳＯ ２７００１の実践・維持向上に努めた。

Ⅷ　その他
１．財政基盤の強化

（１）ＪＷＮＥＴ機能改善積立資産

　電子マニフェスト情報の一層の有効活用に向けて充実を図るとともに、加入者の更なる利便性の向上を図るた

め、電子マニフェストシステムの改善に備える資金として、令和５年度は１億５千万円を積み立てた。

（２）基幹システム改善積立資産

　講習会業務の管理を主とした「講習会等管理システム」や「講習会申込システム」等の改善に備える資金として、

令和５年度は３千２百万円を積み立てた。

２．デジタル化の推進
　センターの文書管理や業務管理のデジタル化の推進を図るため、現状の把握を行い、実施に向けた検討を進めた。

３．インボイス制度の対応
　令和５年 10 月から開始したインボイス制度について、取引先の登録番号の確認や運用ルールを策定するとともに、

料金徴収にかかるシステムの改修など対応を行った。

４．事務所移転
　令和５年５月８日に台東区に事務所移転をし、登記や関係各所への変更手続きを滞りなく完了した。
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FROM　　　　　  CENTERお知らせ

評議員
氏　名 所属・役職 区分

1 大野　眞里 株式会社エックス都市研究所　代表取締役会長 再任
2 小野川和延 公益財団法人地球環境戦略研究機構　シニアフェロー 再任
3 河村　清史 元　埼玉大学大学院理工学研究科　教授 再任
4 北村　喜宣 上智大学法科大学院　教授 再任
5 酒井　伸一 公益財団法人京都高度技術研究所 副所長・大阪工業大学　客員教授 再任
6 立上　和男 株式会社日本環境認証機構　名誉顧問 再任
7 藤倉まなみ 桜美林大学リベラルアーツ学群　教授 再任
8 古市　　徹 北海道大学大学院　工学研究院　客員教授 再任
9 松澤　　淳 株式会社環境産業新聞社　代表取締役 再任

10 熊谷香太郎 株式会社熊谷組　新事業開発本部　副本部長
インフラ事業推進部長 新任

11 米谷　秀子 公益財団法人東京都環境公社
東京サーキュラーエコノミー推進センター　アドバイザー 新任

大島邦彦評議員、塩入英治評議員につきましては、同日をもって退任されました。

理事
氏　名 所属・役職 区分

1 関　荘一郎 公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター　理事長 再任
2 宮原　順三 公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター　常務理事 再任
3 葛西　　聡 公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター　理事 再任
4 佐藤　浩司 公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター　理事 再任
5 浅利　美鈴 総合地球環境学研究所　教授 再任
6 織　　朱實 上智大学大学院　地球環境学研究科　教授 再任
7 河野　博子 ジャーナリスト 再任
8 須永　裕毅 株式会社ＪＥＭＳ　代表取締役 再任
9 竹本　和彦 東京大学　未来ビジョン研究センター　特任教授 再任
10 細田　衛士 東海大学副学長・政治経済学部経済学科　教授 再任
11 小木　　均 一般社団法人日本環境衛生施設工業会　副会長 新任

12 寺田　正人 元 旭化成株式会社　常務執行役員 新任
加藤幸男理事につきましては、同日をもって退任されました。

監事
氏　名 所属・役職 区分

荒井　眞一 一般社団法人環境情報科学センター　常務理事・技術顧問 新任
佐々木五郎監事につきましては、同日をもって退任されました。

　令和 6 年 6 月 26 日に開催された定時評議員会において、評議員及び理事の選任について、以下のとおり決定い

たしました。

理事　安元豊氏が、5月 27 日ご逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。
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センターだより

　令和 6 年度「廃棄物処理法初心者のための Web 講座」の第 1 弾を全 4 回の日程で開催いたしました。

開催当日は、事前に収録した講義録画をご覧いただき、その後オンタイムで、事前にいただいたご質問の解

説とチャットの質疑応答を行いました。

［講師］　第 1 ～ 3 回　長岡　文明 氏（BUN 環境課題研修事務所　主宰）

　　　　第 4 回　JWセンター情報サービス部

［対象］　環境省・都道府県政令市等の産業廃棄物部局のご担当者

［開催日時及び講義内容］

講義内容 日　時

第 1 回　廃棄物処理法の基礎 令和 6 年 4 月 24 日　14：00 ～ 16：30

第 2 回　排出事業者の責務 令和 6 年 5 月 9 日　14：00 ～ 16：30

第 3 回　処理業許可（総合判断説を含む） 令和 6 年 5 月 16 日　14：00 ～ 16：30

第 4 回　地方公共団体における電子マニフェストの運用 令和 6 年 5 月 23 日　14：00 ～ 16：00

　JW センターでは職員育成のため、令和６年５月 30 日（木）に茨城県古河市の「積水ハウス株式会社エコ・ファ

ーストパーク」を訪問し、建築廃棄物の分別、リサイクルを実施する「資源循環センター」を見学しました。

　同センターでは、新築施工現場で 27 種類に分別された産業廃棄物をさらに 80 品目に分別する作業を行っており、

分別した産業廃棄物を自社、または処理業者に委託して 100%リサイクルしています。作業場では、手作業で細か

な部材に仕分けている状況を見学しました。分別作業は、各部材の混合や不純物の混入がないように細心の注意

を払いながら行われており、100%リサイクルのための徹底した分別を目の当たりにしました。

　また、産業廃棄物の品目に関する QR コードを利用し、産業

廃棄物の種類、量の情報をデータベースに蓄積、これらの情報

を活用し、資源回収に関する確実性、信頼性の向上や産業廃棄

物の回収の効率化、コストの削減等を図っていると説明いただき

ました。

　ご説明をいただいた同センターの方々は、積水ハウスが産業廃

棄物の適正処理に取組んでいる経緯や今後のサーキュラーエコ

ノミーの取組み等を熱心にお話いただき、先端のリサイクル事例

について理解を深める機会となりました。

FROM　　　　　  CENTER

総務部広報室

FROM　　　　　  CENTER積水ハウス株式会社
エコ・ファースト パーク 施設見学会

JW センター主催
「廃棄物処理初心者のための Web 講座」
令和 6 年度第 1 弾 開催報告

  写真  　施設見学の様子
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